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英彦⼭修験道における
⾃然信仰と森林⽂化再考
−⻤杉落枝と千本杉による
不動明王像制作−

九州⼤学 芸術⼯学研究院
知⾜(ともたり）美加⼦
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英彦⼭修験道は⾃然を神仏として崇敬した。
英彦⼭の⻤杉・千本杉・⾏者杉などの

スギの霊⽊群は⾃然信仰観とどう関係するのか

• 花粉分析によると九州のスギは最終氷期最
盛期（約25000〜15000年前）以前に姿を
消し、天然スギが存在しないとされてい
る。

• 後氷期RⅢa末期（約4500〜1500年前）ま
で九州本島ではスギをみることができな
かったが、RⅢb期（約1500年前以降）同
時に九州各地でみられるようになる。
→⼈⼯的な植林の可能性 国指定天然記念物「⻤杉」

樹齢約1200年、幹周12.4m

研究背景

「規制と開放の巧みな組み合わせによる
諸霊⼭独特の⾃然護持の形態 」⻑野覺

⻑野覺[⽇本⼈の⼭岳信仰に基づく聖域観による⾃然護持」 『駒澤地理 25』1989年p.51 
塚⽥松雄「杉の歴史-過去⼀万五千年間」科學50(9) ,1980年pp.538-546
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研究⽬的・研究⽅法

なぜ英彦⼭修験道はスギを重要視したのか。

英彦⼭修験道とスギ挿⽊技術に関係はあるのだろうか

• 修験道に関係するスギをリビングヘリテージ（⽣きている
宗教的遺物）として着⽬し、⽂献調査や科学的調査、美術
の表象分析を通して、修験道における⾃然信仰や森林⽂化
のあり⽅を再考する。

• 英彦⼭に関する樹⽊を素材とし、英彦⼭修験道の⾃然信仰
を造形化する芸術実践を試みる
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阿伽⽔、杉⼭最念⼊ノ検⾒、 祖堂閉⼾社拝、6ッ半発宿ス 

先⾏研究 ⻑野覺「⽇本の⼭岳交通路としての修験道の峰⼊り道に関する研究」
『駒澤地理22』1986年pp.103-205

安航 「従因⾄果峰中⽇記」天保4年(1833)守静坊⽂書

（英彦⼭深仙宿を出発する際）

1.象徴：杉は常磐⽊。永久不変の象徴、霊の依代。
2.効能：杉葉を宿の床に敷き浄化する。 
3.供物：「⾏者講」の8種の供物のうち、栗饗など⾷材の名前がないのは「杉饗｣* だけ
4.修⾏：新客は1⽇3荷の⼩⽊、毎⽇随意に雑⼩⽊(薪)を採る
5.⽤材：杉⽪は簡易の屋根材。⽣葉は線⾹原料。

*杉饗：3枚の杉の薄板に素麺、蕎餻・⾖腐・菜七ツが盛られている
他の膳は、栗饗、⼤⾖饗、⼩⻨饗、⼤⻨饗、髪泰（麨）饗など、いずれも五穀 

象徴→⾃然信仰、擬死再⽣の概念、不動明王との関連
（森林⽂化とゾーニング）

本研究では
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知足美加子「英彦山修験道における自然信仰と森林文化再考」
第42回日本山岳修験学会発表PPT 2022年
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樹⽊の⽣命⼒と英彦⼭

5

⻤
杉
・
千
本
杉
・
⾏
者
杉

『
⽇
本
書
記
』
（
六
⼀
⼋
年
）
の
条
に
、
落
雷
を
受
け
た
⽊
の
霊
性

を
お
も
ん
ば
か
り
「
霹
靂(

か
む
と
き)

の
⽊
な
り
。
刈
る
べ
か
ら

ず
」
と
い
O
て
、
⽊
の
伐
採
を
と
が
め
る
場
⾯
が
あ
る
。
落
雷
は
天

地
感
応
の
結
果
。
尊
い
選
ば
れ
た
依
代
と
さ
れ
た
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⽂武天皇（⾶⿃時代、⼤宝701-703年）
⾼皇産霊尊（別名⾼⽊神)

が鎮座した旧地)
奈良時代の天平12年（740）
聖武天皇の頼願：産霊神社（⾏者堂）
（藤原広嗣の乱と同年）

• ⾼⽊神は雷を使役する
＊建御雷神(たけみかづちのかみ）

• ムス→植物の⽣命⼒を神格化 

覚仙杉：千本杉

「産霊神社（⾏者堂）」
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この材⽊⽯の説話に付随して、
⻤が⻤杉を植樹するという話が
⺠話として残されている。
■「⻤が逃げる際に、⼤地に挿
したスギの杖が⻤杉になった」
■「⻤が建てた社の柱の⼀本が
後に芽を拭き、⻤杉になった」

英彦⼭の⼤⼩の⽊材は⽊ではなく⽯だと伝
わる。昔、たくさんの⻤たちが集まって居
場所を作ろうとしたので、権現（⼭の神）
は、夜明けまでに建てられるなら家を作っ
てもよいと告げた。しかし⻤たちが夜明け
前に仕上げそうになったため、権現は鶏の
鳴く真似をされた。さては夜が明けてし
まったと⻤たちは皆逃げ去った。権現は⼗
万ほどの⾦剛童⼦に命じ、弥勒菩薩が現れ
る時、⼤講堂を建築するための⽊を作り置
いておいた。 栄宗『彦⼭⾒聞記』（1802 年）

「材⽊⽯」
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⽔環境（⽔分神）植⽣を守る。グリーンインフラ

スギ（千本杉）
シロモジ、クロモジ、カエデ、
シキミ、ガクウツギ、ヌルデ

（落葉広葉樹）
→針広混交林：防災

＊⼈家を建ててはならない

ブナ
（熊笹、メドキ）

→⽔源涵養

梅・桜・楓
ミツマタ・柿、ケヤキ
各坊ごとの多様な⽵栽培

（モウソウチク、ハチク、ホテ
イチク、マダケ、メダケ）

→美観、⽣活⽤材、⾷⽤、防災

川島禄郎「森林樹種の⽣育と⼟壌反応並に⽯灰との関係について」1942年,p.1096)

英彦⼭における四⼟結界（森林ゾーニング）

⻑野覺「英彦⼭修験（⼭伏）の⽵林育成と守護」 『第11回福岡県⽵林サミットin飯塚 -⾥⼭保
全と⽵の利活⽤及び⽵の⽂化-』2017年pp.4-10

9

戦国時代、
天正9〜15年(1581〜1587）の争乱

→組織的・法的整備による森林再⽣
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筑
前
（
九
州
北
部
）
を
治
め
る
太
守
は
代
々
（
英
彦
⼭
）
権
現

を
崇
敬
し
、
荘
園
の
⽥
に
畝
を
置
き
霊
廟
を
満
た
す
こ
と
に
費

や
し
て
き
た
。
⼩
早
川
隆
景
が
太
守
と
な
る
と
（
こ
れ
ら
を
）

こ
と
ご
と
く
奪
O
た
。
隆
景
は
巨
⼤
な
船
を
作
O
た
が
、
帆
柱

（
檣
）
が
⾜
ら
な
か
O
た
。
そ
こ
で
英
彦
⼭
に
登
り
⼤
き
な
杉

を
帆
柱
の
た
め
に
伐
採
し
た
。
船
上
で
吉
凶
を
占
O
た
。
天
気

よ
く
⾵
も
清
ら
か
で
波
も
な
か
O
た
の
に
、
し
ば
ら
く
し
て
、

帆
柱
が
急
に
船
を
壊
し
、
後
景
は
遠
く
ひ
き
、
途
中
で
返
す
と

城
中
の
物
⾒
や
ぐ
ら
が
そ
の
⾼
潮
の
中
に
崩
れ
た
。
従
者
を

も
O
て
（
占
い
を
）
視
さ
せ
て
も
同
じ
光
景
が
み
え
た
。
隆
景

は
お
お
い
に
戦
慄
し
て
た
だ
ち
に
帰
路
に
つ
い
た
。
漸
近
し
て

城
を
み
る
と
以
前
の
ま
ま
で
あ
O
た
。
ま
た
家
⾂
の
市
正
と
い

う
も
の
が
い
う
に
は
、
⼀
瞬
に
し
て
⾵
⾬
と
な
り
、
た
ち
ま
ち

三
つ
の
⽕
の
輪
が
旋
回
し
て
落
ち
て
き
た
と
い
う
。
考
え
る

に
、
こ
れ
は
妖
怪
の
仕
業
で
あ
ろ
う
と
、
剣
を
ぬ
い
て
こ
れ
を

討
伐
し
よ
う
と
す
る
が
悶
絶
し
て
し
ま
う
。
し
ば
ら
く
し
て
⽬

覚
め
る
と
そ
こ
に
は
何
も
⾒
え
な
い
。
こ
れ
は
ま
さ
に
神
の
な

せ
る
こ
と
だ
と
気
づ
い
た
。
も
し
本
当
に
神
の
仕
業
な
ら
ば
再

び
現
れ
て
ど
こ
の
神
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
と
念
じ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
⾔
葉
が
終
わ
る
前
に
⽕
の
輪
が
ま
た
現
れ
英
彦
⼭
の

三
つ
の
岳
に
⾶
ん
で
い
C
た
。
⼤
変
驚
き
深
く
反
省
し
た
。
翌

⽇
こ
の
こ
と
を
隆
景
に
語
O
た
。
隆
景
は
帆
柱
が
折
れ
海
と

な
O
た
こ
と
の
意
味
を
悟
り
、
汗
を
流
し
て
⼤
い
に
悔
や
ん

だ
。
そ
し
て
つ
い
に
荘
園
の
⽥
を
神
に
返
し
奉
O
た
。

天
正
⼀
七
年 (

⼀
五
⼋
九)

の
話

川
添
昭
⼆
、
廣
渡
正
利
『
彦
⼭
編
年
資
料
古
代
中
世
篇
』
⽂
献
出
版
⼀
九
七
六
年

三
五
⼋
〜
三
五
九
⾴ 

天正15年
筑前31万
⽯の領主
と なっ
た⼩早川
隆景は，
彦⼭持来
りの内7
カ村
2,000⽯
余を天下
の御祈疇
料として
寄進した

知
雄
義
谿
「
彦
⼭
権
現
靈
驗
記
」

宝
永
六
年
（
⼀
七
０
九
）
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⽉
岡
芳
年 

「
⼩
早
川
隆
景
彦
⼭
ノ
天
狗
問
答
之
図
」
『
新
形
三
⼗
六
怪
撰
』 

⼀
⼋
九
⼀
年
（
明
治
24

年
）

『
陰
徳
太
平
記
七
⼗
七
』
享
保
⼆
年(

⼀
七
⼀
七
）

＊
⾹
川
正
矩 

『
陰
徳
太
平
記
巻
之
四
』
横
⼭
書
店
⼀
九
⼀
九
年 

三
⼋
⼆
⾴

「
左
⾦
吾
殿
い
か
が
な
も
の
か
。
こ
の
⼭
（
英
彦
⼭
）
の
樹
⽊

は
開
基
こ
の
か
た
千
百
年
の
年
⽉
を
経
る
と
い
え
ど
も、
葉
や

枝、
幹
に
い
た
る
ま
で
折
る
な
か
れ、
抜
く
な
か
れ
と
い
わ
れ

て
き
た。
こ
れ
は
神
仏
を
崇
敬
す
る
が
ゆ
え
で
あ
る
。
そ
れ
な

の
に
隆
景
。
何
の
恐
れ
る
⼼
も
な
く
樹
⽊
を
伐
採
し
、
⾈
具
に

⽤
い
る
と
は
な
ん
と
奇
怪
な
こ
と
か
。
そ
な
た
は
仁
義
の
⼤
道

を
体
現
し
、
神
仏
へ
の
帰
依
の
⼼
も
深
い
。
こ
の
末
法
の
世
に

は
有
り
難
き
名
将
だ
と
聞
い
て
い
た
の
に
、
こ
の
よ
う
な
悪
逆

無
道
の
挙
動
を
す
る
と
は
」

天
正
⼀
九
年
（
⼀
五
九
⼀
）
秋 

の
話←

⼤
楠
を
切
ら
せ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る

⽂禄の役：
1592-1593年
慶⻑の役：
1597-1598年
（豊⾂秀吉
の死）
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⻑野覚『英彦⼭修験道の歴史地理学的研究』名著出版p.216

天正九年（1581）
⼤友義統の焼打により
⼀⼭が焦⼟と化す。

■1597年⿊⽥⻑政が
社殿の再建を発願。
「作業奉⾏」「⼭奉
⾏」設置。

■ 1698 年「惣物銀」
が発⾜：社堂修覆や緊
急事などの保険として
の共有基⾦

⻑野覚「⼭岳宗教（修験道）集落英彦⼭の構造と経済的基盤」駒澤地理, 1979 p.22。p.42
⼤友義統
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⽟泉坊
「杉⼆万五千本指⽴」

⽂化⼗年（1827）

撮影：植⽥周平

守静坊覚淋 天保⼗⼀年(1840)寂
「杉⼀万本指⽴」
天保⼗年（1839）

守静坊普覚 嘉永⼆年(1849)寂
「杉五万本指⽴」
天保三年（1832）
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1671年

⼗三ヵ条法度
1642年

九州彦⼭條々
1600年

多種類の⽵林栽培

1686年 1698年 1868年

たるべし

・守護不⼊可為
・⼭中之⽵⽊、

べからず

他⽅ヨリ不可伐採
（徳川家康の裁許)

南は上宮⼭（⼭頂部）から唐ヶ⾕、北は冷⽔に限り、柴薪はこの外側
で採ること。たとえ我が屋敷の⽊でも、⽤材になる⽊は断りなく剪っ
てはならない
⽴⼭を盗み剪った者は、楊枝ほどの⽊であっても課役を申しつける。
⼤雪・⼤⾬のとき、花の葉急に⼊⽤の場合は役⼈の下知を受けて採る
べきである

⼤⾵のため野⽕
起こり、豊前坊
の杉⼭焼失す。
このため科料と
して⼭奉⾏、杉
千本を指す。

・⽜窓仙頭市郎右衛⾨へ中宮
造形余分の杉七⼗七本、もみ
五本を代銀三⼗貫（約3750万
円：杉1本約46万円）にて売却

・彦⼭役者中連著して、⼭内
法度を掟す。「⼭内南北之境
めより内のけやき・杉・松・
檜・ツガ・カヤ・モミ、切取
まじきそうろうこと」

「杉指や梅・桜・
楓等の植林」
「路の両脇に杉⽊
を植林し景観を整
える」
（相有公⾏状記）

（明治元年）
杉松等材⽊によって
返納する。⼀本につ
き代⾦拾両（約2万6
千円）で三萬両（約
8000万円）
（英彦⼭年番⽇記）

天
正
⼀
五
年(

１
５
８
７)

秀
吉
九
州
平
定。
⼩

早
川
隆
景
寄
進⇦

⽑
利
勝
信
の
圧
政⇦

慶
⻑

４
年 (

１
５
９
９)

に
彦
⼭
は
公
儀
へ
訴
訟

聖
護
院
と
彦
⼭
の
本
末
訴
訟⇦

別
本
⼭ (

１
６
９
６
年)

神
仏
分
離
令(

１
８
６
８
年)

修
験
宗
廃
⽌
令(

１
８
７
２
年)
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元禄年間の聖護院と彦⼭の本末訴訟 (1696年)
で，経費充当のため境内の巨杉を売却しようと
したとき、⼭伏の泉蔵坊が私財を投じてこれを
守ったことから名づけられた。

⻑野覚「⽇本⼈の⼭岳信仰に基づく聖域観による⾃然護持１」駒澤地理1989年

第2 次世界⼤戦中、軍⽤に供出されようとしたとき、⽟屋
神社宮番の⾼⽥薫⽒は伐材に抵抗し，⽊挽が⼤鋸を⼊れよ
うとする巨杉の前に座り込み「我とともに切れ」と⾔って
動かず、遂に伐材を断念させた。→平成16年(2004)台⾵の
影響で伐採される。近年、⽟屋窟に直接⽇光があたるよう
になり、窟内の霊⽔が減少（⾼千穂有昭禰宜談）

⽟屋窟の杉
平成17年に伐採される

撮影：植⽥周平

泉蔵坊杉
樹齢800年

平成3年の台⾵で倒⽊

16
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⾃然信仰と杉

→不動明王との関係

17

英彦⼭周辺スギ古⽊群の遺伝的関係と九州在来品種起源の解明に向けて
⼸削直樹・⽥村美帆・渡辺敦史（九州⼤学⼤学院農学研究院）

英彦⼭スギの由来
渡辺敦史（農学）＊調査継続中
スギ古⽊群の遺伝的関係の研究

■「英彦⼭神宮周辺のスギ
「千本杉」「⻤杉」「⾏者
杉」の2/3→独⾃性が⾼い

■ 江⼾期霊⽊群の挿し⽊

■南岳の⻤杉群と、中岳の千
本杉・神宮スギは若⼲違い

■「⾏者杉」の1/3は⼭外在
来種に近い
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宮家準『修験道聖典』「修験修要秘訣集」春秋社2022年

阿吸坊即伝『修験道修要秘決(中)』1558年（寛政⼗年本）出典：信州⼤学附属図書館蔵書
＊⾚線は「⼗界修⾏」、緑は「⼈畜草⽊森羅万象全六⼤法⾝依正本有佛覚知」
「本覚」「平等智」「即⾝成仏」

⼈畜草⽊森羅万象 全シ 六⼤法⾝ 依正 本有ノ佛ト覚知スベシ

「業秤」出典:修験春⾵会『天上への道-
復活英彦⼭⼊峰修⾏』鉱脈社2004年p.62

《六道・⼗王図第三幅(部分)》室町時代 
出典:『祈りのかたち-仏教美術⼊⾨』
出光美術館2017年p.71
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「
四
聖
*
佛
界
」 

7
声
聞
!
四
諦
の
声
の
教
え
を
聞
き
因
果
を
覚
る

8
縁
覚
!
⼗
⼆
因
縁
を
観
て
、
⽣
死
を
覚
る

9
菩
薩
!
⼤
悲
願
を
発
し
て
六
度
を
⾏
う

10

佛
陀
!
⾃
覚
、
覚
他
、
覚
⾏
円
満

⼗界修⾏と杉

正
頂
柱
源
供
養

「
正
報
（
⾝
体
）
」
と
「
依
報
（
環
境
）
」
を

六
⼤
（
地、
⽔、
⽕、
⾵、
空、
識
）
と
し

こ
れ
ら
を
結
ぶ
「
柱
」
に
な
る
た
め
の
儀
式

「
六
凡
*
地
獄
界
」

1
地
獄
道
＝
業
秤

2
餓
⻤
道
＝
穀
断

3
畜
⽣
道
＝
⽔
断
（
⾓
突
） 

4
修
羅
道
＝
相
撲

5
⼈
間
道
＝
懺
悔

6
天
上
道
＝
延
年

深
仙
宿

涌
出 

（
峯
中
の
重
要
な
⾏
場
で
）

⼤
地
か
ら
信
仰
仏
（
不
動
明
王
）
が
出
現
す
る
こ
と

出
⽣
勧
請 

（
愛
敬
瀬
⼾
）

先
祖
を
供
養
し
新
た
な
命
で
出
⽴
（
柴
を
投
げ
る→

挿
し
⽊
）

20
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東峰村⾏者堂・⾏者杉

⼭伏＝⼗界を本来有する不動明王の直體「天地を⽔によっ
て結び、⽕や⾵に転じて役⽴ち、堅く動かない杉の姿」
に、修験者が不動明王を観想した

壇

(
地

柱
源
(
⽔

源
葢
(
⽕

酒
⽔
(
⾵

華
鬘
(
空

乳
⽊
(
識

壇
具 正頂柱源供養

杉挿⽊は「命の再⽣」の象徴

21

仁
王
経
曼
荼
羅

北
・
息
災
法

東
・
増
益
法

南
・
調
伏
法

⻄
・
敬
愛
法

『修験秘⾏法符咒(ふじゅ)集』
「不動⼋⼤童⼦梵書」 

「阿耨達童⼦」：蓮華の池⽔の無垢な使者。
⾦翅⿃を頭上に、⿓王にのる。

「⽔天」:右⼿に剣、左⼿に⻯の索。頭上に五⻯。
⽔を操るマカラ（霊獣）にのる。

⽔

江
⼾
時
代(

宗
賢
坊)

22

仁
王
経
曼
荼
羅

⼩花が咲く「⽊」の仏座

⽊

⽔と⽊への信仰

「地天」：衆⽣の乾いた⼼地に注ぐ智⽔の瓶を持つ。 
「⽉天」: ガチョウに乗る。慈光 

.不⽼不死のソーマ（薬草酒）の盃

⾃然界への敬愛
「五穀豊穣」を願

う曼荼羅

23

⻤杉は「⽜窟」の⼿前にあ
る。⽜窟は⻄⽅の⼤威徳明
王が守護する。六⾜尊六⾯
六臂・阿弥陀如来の化⾝。
ヒンドゥー教の死の神ヤマ
（閻魔天）を表す⻘い⽔⽜
に乗る。⽜窟の「⽜」は⼤
威徳明王の⿃獣座ヤマを表
すと考えられる。

⼤南神社の本尊銅製鋳造《不
動明王坐像》(鎌倉時代) 。不
動明王が⼤聖天童として垂
迹。御神躰でもあった。

⻤
杉

⽜
窟

⼤
南
不
動
窟

(

⼤
南
神
社)

24
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⻤杉：平成３年
(1991)台⾵で被災。
ドローンで空中
撮影。⼈為的に
枝打ちし、⼿⼊
れしていること
を確認。現在の
樹勢と、落雷前
の樹⾼を再現。

https://youtu.be/y8kHAWDu_8M

吉⽥初三郎《英彦霊⼭図》昭和8年 (1933)修験道館

25

⻤杉
鎌倉時代も落雷
後の樹⾼と同程
度あり、⼤南神
社奥の窟から視
認できる。
(直線距離60m)

⼤南神社奥の窟

26

⼤
南
神
社
（
⼤
南
不
動
窟
）

不
動
明
王
坐
像
に
倣
う

《不動明王坐像》
鎌倉時代

 (英彦⼭神宮提供)

27

⻤杉の
落枝

（平成３年
台⾵）

天
地
和
眼

(

⼗
九
観
）

28

https://youtu.be/y8kHAWDu_8M
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2020年12⽉12⽇ ⼭中製材

千本杉倒⽊→⽕焔光背（迦楼羅焔）

千本杉、英彦⼭神宮杉→瑟瑟座

杢

29

2/27 奉納 3/13開眼法要
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英彦⼭修験道の⾃然観は
⾃然共⽣社会育成の⽷⼝

まとめ
• 修験者にとってスギは「⾃然界の諸要素（六⼤：

地⽔⽕⾵空識）」を結ぶ信仰上の象徴

• 挿⽊技法は「擬死再⽣」を具現化・涵養するもの

• ⽔や⼤地など「植物を滋養するもの」を重視する⼼は
(スギのイメージを通して)不動明王信仰とつながる

• 「環境」を修験道⽂化とする考え⽅の重要性

英彦⼭⻤杉の実⽣苗の（⻤⽯坊）

31




